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「気づき、考え、実行する」

第４４号 令和４年 ３月１８日（金）

３月１１日（金）は、令和３年度卒業証書

授与式でした。３年生３２名が立派に巣立っ

ていきました。３年生は３年間の思いを、２

年生は２年間の思いが、この日の一挙手一投

足に表現されていました。保護者の方々やご

来賓の方々より「立派な卒業式でしたね」と

お褒めの言葉もいただき、本当に感動的な卒業

式でした。特に、大関聖華さんの答辞の中で、 下校 進路

楽しかったこと苦しかったこと等々、胸の内が 最後の締めくくりをしっかりやろう

読み上げられ涙を誘いまし

た。コロナ禍の中、例年よ 授業計画と主な予定

りやや短縮された式ではあ

りましたが、穏やかな気候

にも恵まれ、人生の節目を 21 月 国

飾るにふさわしい１日とな 春分の日 ７

りました。立派な態度で臨

んでくれた２年生、来年は 数 英 国 体 理 社

皆さんが主役です。 22 火 18:00 社

５

理 技 道 修了 学 ＊

23 水 15:30 ＊

今までお世話になった SC の高 ○修了式

梨先生と美術科の長谷川先生が

今年度の勤務を終了されまし

た。高梨先生は、常に生徒の心

に寄り添い、生活環境の大切さ 学年末休業

を説いていただきました。長谷

川先生には美術科の指導を通して、表現すること

のおもしろさや楽しさを教えていただきました。

お二方の益々のご活躍を祈念したいと思います。 学年末休業
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